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〔問題１〕 次の文章を読んで、設問に答えなさい。 
 
不登校の小中学生が過去最多を更新し続けるなか、保護者への支援が課題になっている。

民間調査によると、２人に１人が孤独を感じ、２割は離職を余儀なくされた。文部科学省は

２０２５年度、自治体による相談窓口の設置を後押しするなどし、心理的なケアや支援情報

の提供を強化する。 
 「２年間ほどは誰にも頼れず、本当に孤独だった」。東京都世田谷区の松岡ゆう子さん（４

７）は声を絞り出す。中学１年生の長女と小学６年生の長男がともに数年前から不登校とな

った。見守り方や進路について不安を感じたが、相談相手がいなかったという。 
 ２４年８月、知人の紹介を受け、不登校で悩む親が集まる「こぐまの会」に通うようにな

った。月１回開かれており、近況を報告し合ったり、互いに助言したりしている。松岡さん

は「集まりに参加して希望を持てるようになった」と話す。 
 不登校は増え続けている。文科省の調査によると、２３年度の不登校の小中学生は過去最

多の３４万人で、５年前から倍増した。我が子の将来を心配するなどし、心身の負担を感じ

る保護者は少なくない。 
 オンラインでフリースクールを運営しているＳＯＺＯＷ（東京・品川）が２４年、同スク

ールに通う小中学生の保護者約２００人に実施した調査によると、子どもの不登校によっ

て「孤独を感じた」と答えた保護者は５５％と半数を超えた。体調不良になったのは２６％、

精神科を受診したのは１５％だった。 
 「こぐまの会」のような当事者の集まりや、保護者を支援するＮＰＯの活動は地域によっ

て差がある。不登校に詳しい神戸女子大学の伊藤美奈子教授は「保護者が相談できる場所は

まだ少ない」とする。 
 心身の不調のほか、自宅で子どもの面倒をみる必要に迫られるなどして、保護者が働きに

くくなることも少なくない。ＳＯＺＯＷの調査では１９％が望まない離職をしていた。 
 ＮＰＯ法人「登校拒否・不登校を考える全国ネットワーク」が２３年に公表した調査によ

ると、不登校をきっかけに世帯収入が減った家庭は３割を超えた。 
 「仕事を続けると、娘が望んだときに隣にいてあげられない。片手間では対応できないと

思った」。娘が中学生の時に不登校になり、３年間休職したという女性はこう振り返る。 
 不登校になっても学び続けられるような環境づくりは徐々に進んでいるが、保護者に十

分周知されていないのも課題だ。 
 各地の教育委員会は教育支援センターを設置するなどし、学校復帰を後押ししている。柔

軟なカリキュラムが認められている「学びの多様化学校」（不登校特例校）や民間のフリー

スクール、通信制の学校に通うといった選択肢もある。 
 こうした情報について、ＳＯＺＯＷの調査では保護者の半数が「学校から提供はなかった」

と回答した。 
 文科省は不登校を巡る問題が深刻化している状況を受け、２５年度にまず２００程度の

自治体を対象とし、保護者への支援体制を強化する方針だ。公認心理師ら専門家が助言する

事業などに必要な費用を補助。保護者向けの学習会の開催などについても補助し、情報が適
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切に伝わるようにする。 
 伊藤教授は「親の安定と子どもの安心は密接に結びついている。保護者によって相談しや

すいと感じる相手は異なるため、多様な相談先を増やす必要がある」と強調している。 
 
（出典）「不登校の保護者 離職 2 割」『日本経済新聞』2025 年 4 月 17 日朝刊 39 頁 
 
 
（問１）子供の不登校から発展する親の離職のような負のスパイラルは、次に、いかなる社

会問題に発展しうるのか、３００字から４００字以内で論じなさい。 
 
（問 2）本文で取り上げられた社会問題に対し、いかなる社会的なサポートとサービスがあ

りうるのか、４００字から５００字以内で論じなさい。 
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〔問題２〕 次の文章を読んで、設問に答えなさい。 
 
ＣｈａｔＧＰＴが２０２２年１１月にリリースされて以来、生成ＡＩ（Ｇｅｎｅｒａｔｉ

ｖｅ ＡＩ）は、多方面に大きな波紋を広げた。 
 学生は、レポート作文やプログラミング課題をたちどころに出力してくれる生成ＡＩを

歓迎したかもしれない。教育関係者にも衝撃的なものであった。生成ＡＩは、これからの時

代にとって有用であることは間違いない。しかし、これはパーフェクトなものではなく、リ

スクを理解しながら付き合っていくべきものという認識が急速に共有された。（中略） 
 
 ＡＩには、学習モデルを作り上げるために、データを大量に入力する必要がある。そのデ

ータが、目的や状況にふさわしいものか、対象となる人・状況に対して偏ったものになって

いないか。情報の品質やバイアスに注意が必要であることは、ＡＩの場合でも同じである。 
 生成ＡＩの場合、プロンプトに入力する指示の文言、それ自体が学習データとして取り込

まれてしまう可能性があることに気を付けなければならない。他者が入力した機微な個人

情報や企業秘密扱いのプログラムコードがＣｈａｔＧＰＴから出力されたという事例が実

際にいくつも報告されている。 
 そのための解決策として「入力した内容を学習に使わせない」というオプトアウトに関す

る設定や契約も有用であるが、はじめから機密を外に出さないようにしておくことが一番

の対策である。 
 
 生体認識をおこなうＡＩの中には感情分析システムというものがある。これはたとえば、

カメラに写った人の顔画像を入力として、その表情に応じて「幸せ」や「悲しみ」、「怒り」、

「驚き」などの「感情」を出力するものである。 
 このシステムは、人々の顔の写真を大量にＡＩへ事前学習させ、表情のパターンを分類す

る訓練、検証を重ねて、「感情」を推測し出力するものである。しかし、システムが出力す

る「感情」はいくらそれがもっともらしく思えたとしても、カメラの前にいる人に共感して

いたり同情を表したりするものではない、ということに注意が必要である。 
 このような出力をどれだけ信用するかは、ＡＩを使う目的や用途によって変化するだろ

う。感情分析なら、たとえば、お店のショーウィンドウを眺める買い物客の表情から統計的

な傾向を把握する用途には役に立つかもしれない。一方で、お客様相談窓口のような場面で

は、相談を寄せてくる客の対応を機械に任せきりすることはできないだろう。 
 人間に限らず、状況が多様であり変化に富む場合には、ＡＩを使用する結果がもたらす影

響度に応じて人間が責任を持って向かい合うべきこともある。 
 ＡＩからの出力をどのように採用するかどうか、その判断は人間がすべきものである。 
 
（中略） 
 
 人類はＡＩをどのように取り扱うべきか。 
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 ＥＵは、２０２４年にＡＩを包括的に規制する法律（ＡＩ法）を世界で初めて採択した。

この法律は、域内でＡＩサービスを提供する域外企業も適用対象としており、ＥＵ外の企業

にとっても（日本の企業も）無関係ではない。 
 ＥＵのＡＩ法の特徴として、社会に危害を及ぼすリスクが高いほど規則を厳しくする「リ

スクベース」のアプローチをとっている。具体的には、以下のように段階を設けている。  
① 禁止されるＡＩシステム：ソーシャルスコアリングシステム*、予測的取締りシステ

ム などは禁止 
② ハイリスクシステム：生体認証・分類、重要インフラの管理・運営（道路交通、水・

ガス・電気等）などのシステムの場合、透明性や人的監視などを義務付け 
③ 特定ＡＩシステム：「自然人とやりとりするシステム」の場合はやりとりの相手が人

間ではなくＡＩであることを使用者に知らせること、「感情認識システム」の場合は

そのようなシステムが用いられていることを使用者に知らせること、などを義務付

け 
④ 汎用ＡＩ（含む 生成ＡＩ）：システミックリスク**を伴うものなどの分類に応じて

の対応を義務付け 
このような構えのＥＵのＡＩ法であるが、軍事・防衛目的に使用されるシステムなどは適

用除外としている。 
２０２３年にはじまったイスラエルによるパレスチナガザ地区侵攻では、人間の犠牲を

理解することのないＡＩ兵器が投入されているという報道がある。同年末の国連総会は、事

務総長に対して、自律型致死兵器システム（ＬＡＷＳ，Ｌｅｔｈａｌ Ａｕｔｏｎｏｍｏｕ

ｓ Ｗｅａｐｏｎｓ Ｓｙｓｔｅｍｓ）に関する加盟国の見解をまとめた報告書を提出す

るよう求める決議をおこなった。 
人類史上初めて原子爆弾が投下された都市ではじまった広島ＡＩプロセス***からも、人

類の英知は試されている。 
 

*（原文注）当事者にとって不利な決定を与えかねない評価を、本来関連性のない社会的活

動記録を基にスコア化して決定するＡＩシステム。たとえば、内定辞退確率。 
**（出題者注）個別の金融機関の支払不能等や、特定の市場または決済システム等の機能不

全が、他の金融機関、他の市場、または金融システム全体に波及するリスク。 
***（出題者注）２０２３年のＧ７広島サミットで立ち上げられた、人工知能をめぐるルー

ル形成を協議する国際的枠組みの一つ。 
 
（出典）竹村彰通・姫野哲人・高田聖治（編）『データサイエンス入門 第 3 版』学術図書

出版社、２０２４年、２７－３１頁（出題にあたって一部を改変） 
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（問１）課題文の要約を３００字以内でまとめなさい。 
 
 
（問２）道路交通・水・電気などのような重要インフラの管理・運営にＡＩシステムを導入

した場合、そのメリットとデメリットについて、４００字から５００字以内で論じなさい。 
 




